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はじめに 

この取扱説明書は、Ｎｏ.ＬＦ７０９型二重式逆止弁（アメリカ・ＷＡＴＴＳ社製）の取扱方法について

記述しています。本製品をご使用の前に熟読の上、正しくお使い下さい。 

 

この取扱説明書は本製品を設置、および使用される方々のお手元に確実に届くようお取りはからい

願います。 

 

 
製品の危険性についての本文中の用語 

 

  

 

警告：取扱を誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。 

 

 

注意：取扱を誤った場合、使用者が軽い、若しくは中程度の傷害を負う危険が想定される場合、

または物的損害・損壊の発生が想定される場合。 

 

 
ご使用にあたっての警告・注意事項 

 

  

本製品のご使用にあたり、人身の安全および製品を正しく使用するために必ずお守りください。 

 

警告 

●本製品は、重量物ですので、配管取付けなどの際には製品本体を確実に支えるなど注意を

払ってください。 

※製品を落しますと、怪我をする恐れがあります。 

●本製品を配管取付け後、流体を流す前に、配管末端まで流体が流れても危険のないことを

確認してください。 

※流体が吹出した場合、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。 

●本製品の分解にあたっては、一次側の供給弁を止め、製品内の流体を徐々に排出して、圧

力が零になっていることを確認してから行ってください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。 

 

注意 

●運搬にあたっては、製品の落下および強い衝撃を与えないでください。 

※損傷によっては漏水や故障の恐れがあります。 

●保管にあたっては、直射日光や雨水を避け、製品内にごみやほこりが入らないようにして

ください。また、開梱後はできるだけ元の荷姿に近い状態で保管してください。（できる

だけ横置きとし、製品には荷重をかけないようにしてください。） 

※機能低下や性能劣化の恐れがあります。 

●本製品の分解にあたっては、熟練した専門の方（設備、工事業者の方など）が実施してく

ださい。 

一般のご使用者は、分解しないでください。異常がある場合は、設備、工事業者または当

社に処置を依頼して下さい。 

●本製品を使用する前に１頁の仕様を確認してください。使用条件が仕様を満足することを

確認の上、製品をご使用ください。 

●本製品の機能・性能の確認のため、日常点検、定期点検を実施してください。 

●設置に関しては、各事業体などにより基準がある場合がありますので、ご確認ください。 

 

！

！

！

！
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免責事項 

 

  

 

警告 

下記に該当する場合、製品の故障・損傷・破損や流体の外部への流出（吹出し）などによる物的 

損害・人的損害や怪我や蒸気の場合、やけどをする恐れがありますので取扱説明書を熟読の上、 

適切にご使用ください。 

●不当な取扱い、または使用による場合。 

●弊社の責任とみなされない故障の場合。 

●弊社以外での改造、または修理による場合。 

●設計仕様条件を超えた過酷な環境下における取扱い、保管、あるいは使用の場合。 

●火災、水害、地震、落雷、その他天災地変による場合。 

●消耗のはなはだしい部品などで、あらかじめその旨申し出を行っている場合。 

納入品の故障により誘発される物的損害・人的損害は補償の対象外となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！
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－Ａ－ 

 

 

 

 

目次                    頁 

１．製品用途、仕様、構造、作動 …………………  １ 

 （１）用途 …………………………………………  １ 

 （２）仕様 …………………………………………  １ 

 （３）構造 …………………………………………  １ 

 （４）作動 …………………………………………  ２ 

２．設置要領 …………………………………………  ３ 

 （１）製品質量 ……………………………………  ３ 

 （２）配管例略図 …………………………………  ３ 

 （３）要領 …………………………………………  ３ 

３．運転要領 …………………………………………  ５ 

 （１）運転 …………………………………………  ５ 

 （２）運転停止 ……………………………………  ５ 

 （３）再運転 ………………………………………  ５ 

４．保守要領 …………………………………………  ６ 

 （１）日常点検 ……………………………………  ６ 

 （２）定期点検 ……………………………………  ６ 

 （３）交換部品と交換時期 ………………………  ６ 

 （４）故障の原因と処置 …………………………  ７ 

 

 

 

 
※｢分解・組立要領｣が必要な場合には、ご請求ください。 
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－Ｂ－ 
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１．製品用途、仕様、構造、作動 

 

（１）用途 

Ｎｏ.ＬＦ７０９型二重式逆止弁は、逆流を防止するための器具です。 

 

（２）仕様 

 型 式 Ｎｏ.ＬＦ７０９ 

 製品記号 NO.LF709NRS 

 呼び径 ６５～２５０ 

☆ 適用流体 水 

☆ 適用圧力 １.２ＭＰａ以下 注 

☆ 流体温度 ０.５～４３℃ 

 材 質 

本体（ＦＣ２００、エポキシ樹脂コーティング） 

要部（Ｃ８７８００・ＳＵＳ） 

ディスク・ダイヤフラム（合成ゴム） 

 耐圧性能 水圧にて１.７５ＭＰａ 

 端接続 ＡＳＭＥ Ｃｌａｓｓ １５０フランジ 

注：弁開最小差圧として０.０３ＭＰａ程度必要です。 

 

 

注意 

●製品についている銘板表示と注文された型式および呼び径を確認してください。 

●上記仕様の ☆ 部分が使用条件を満足することを確認してください。 

●上記の仕様を超えての使用はできません。 

●設置に関しては、各事業体などにより基準がある場合がありますので、ご確認ください。 

 

 

（３）構造 

 

！
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（４）作動 

１） 

通常の流れ 

第１および第２逆止弁が開き通水します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 

静水圧 

逆止弁の上流側で圧力が減少した場合や下流側で上流側

より圧力が増大した場合に流れの状態が逆転します。 

この時、二つの逆止弁が閉じて逆流を防ぎます。 

 

 

 

 

 

 

３） 

逆圧と安全対策 

流れの状態が逆転し、二つの逆止弁が作動した逆止時に

何らかの異常で片方の逆止弁が漏れた場合、もう一方の

逆止弁で逆流を防止します。 

このように二重の安全対策を講じたものです。 

 

第一逆止弁 第二逆止弁 
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２．設置要領 

 

警告 

本製品は、重量物ですので、配管取付けなどの際には製品本体を確実に支えるなど注意を払って

ください。 

※製品を落しますと、怪我をする恐れがあります。 

 

 

（１）製品質量 

（ｋｇ） 

呼び径 ６５ ８０ １００ １５０ ２００ ２５０ 

質 量 ７６ ７６ １６７ ２８４ ５４５ ９０９ 

 

（２）配管例略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）要領 

 

注意 

●製品の一次側には、止弁、ストレーナ（網目：国土交通省仕様は、水用４０メッシュ以上。）

を取付けてください。 

※異物の混入により、作動不良などの原因となります。 

尚、あまり使用しない緊急給水配管（例：消火用スプリンクラ）の場合には、ストレーナは

取付けないでください。 

※ストレーナの目詰まりにより、通水不能の恐れがあります。 

●製品を取付ける前に、配管の洗浄を充分に行ってください。 

※配管の洗浄が不十分な場合、ゴミ噛による作動不良などの原因となります。 

●輸送中などに製品への異物混入を避けるため、入口・出口にキャップをしてありますので、

それらを外してから取付けてください。 

●配管接続に使用する液状シール剤など、配管内に異物が入らないよう注意してください。 

※異物の混入により、作動不良などの原因となります。 

●製品を配管に接続する際には、製品の流れ方向を示す矢印と流体の流れ方向を合わせ、水平

配管に正立に取付けてください。 

※誤った取付けをした場合、製品の機能を発揮できません。 

●製品にテストコックが取付いてない場合には、テストコックを取付けてください。３個は本

弁にまた１個は一次側仕切弁の入口側にシール剤を使用し、ねじを確実に締付けます。緩み

がある場合は締め直してください。 

※締付けが不十分な場合、漏水により周囲を汚す恐れがあります。 

●製品には、配管の荷重や無理な力・曲げ、および振動がかからないよう配管の固定や支持を

してください。 

※配管の固定や支持をしない場合、製品の損傷や作動不良などの原因となります。 

●凍結の恐れがある場合には、保温などの凍結防止対策を施してください。 

※凍結により、漏水や破損の恐れがあります。 

！

！

屋内配管 屋外配管 
Ｎｏ．ＬＦ７０９型 Ｎｏ．ＬＦ７０９型 
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分解点検のため、床上から３００ｍｍ以上、仕切弁上部から６００ｍｍ以上、側面は壁面から 

３００ｍｍ以上の空間を確保してください。 
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３．運転要領 

 

警告 

●本製品を配管取付け後、流体を流す前に、配管末端まで流体が流れても危険のないことを確

認してください。 

※流体が吹出した場合、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。 

●テストコックを開く際には、ウエスなどをかぶせゆっくりと操作して流体が急激に吹出さな

いようにしてください 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。 

 

注意 

●仕切弁は全開・全閉以外で使用しないでください。中間開度で使用しますとキャビテーショ

ン現象や弁体の振動・騒音などの発生および器具の性能低下や止水不良などの原因となりま

す。仕切弁の開度操作はゆっくり行ない、無理な力を与えないでください。 

※過度の力は破損の原因となります。 

●長期間運転を休止する場合は、製品および配管内の流体を排出してください。 

※配管内の錆の発生などによる故障、あるいは凍結による破損の恐れがあります。 

 

 

（１）運転 

下記の手順に従い運転を行ってください。 

手順 要       領 

１ 
一次側、二次側仕切弁および全てのテストコックが閉止の状態となっていることを確認し

ます。 

２ 流体の供給弁を開きます。 

３ 一次側仕切弁を全開になるまで徐々に開きます。 

４ 
テストコックをゆっくりと少し開いて配管および製品内の空気を排出します。空気の排出

が終了した後、テストコックを完全に閉止します。 

５ 二次側仕切弁を全開になるまで徐々に開きます。 

＊以上で運転は完了です。運転で異常がある場合は、「７頁：（４）故障の原因と処置」を参照し処

置を行ってください。 

 

（２）運転停止 

通常、運転停止は流体の供給弁を閉止します。 

 

（３）再運転 

長期間運転を停止した後の再運転は、作動状況を確認してください。作動に異常がある場合は 

「７頁：（４）故障の原因と処置」を参照し処置を行ってください。 

 

！

！
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４．保守要領 

 

警告 

本製品の分解にあたっては、一次側の供給弁を止め、製品内の流体を徐々に排出して、圧力が零

になっていることを確認してから行ってください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。 

 

注意 

●本製品の機能・性能の確認のため、日常点検、定期点検を実施してください。 

●本製品の分解にあたっては、熟練した専門の方（設備、工事業者の方など）が実施してくださ

い。 

一般のご使用者は、分解しないでください。異常がある場合は、設備、工事業者または当社

に処置を依頼してください。 

●長期間運転休止後の再運転時には、機能・性能を確認するため、作動点検を実施してくださ

い。 

 

 

（１）日常点検 

点 検 項 目 処     置 

圧力損失が大きい（流量不足） 
「次頁：（４）故障の原因と処置」参照 

外部漏れの有無 

 

（２）定期点検 

本製品の機能、性能を維持するため、定期的に分解点検を実施してください。 

点 検 周 期 １回／年 

主な点検項目 
逆止弁部の動き 

逆止弁部当り面の損傷 

 

（３）交換部品と交換時期 

交換部品の耐用年数は、使用頻度、使用条件などにより異なりますが、交換時期の目安は下表の通り

です。 

部  品  名 交換時期 

ラバーディスク 
ゴム部品の交換時期 

３～４年 
カバー用Ｏリング 

弁座用Ｏリング 

逆止弁部 
分解点検時に破損や変形があった場合、交

換を行う。 

（注）Ｏリング類、ディスクのゴム部品や逆止弁部は、一式部品での販売となります 

（部品単体での販売はしておりません）。一式部品の詳細は弊社にお問い合わせください。 

 

！

！
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（４）故障の原因と処置 

故障の状態、原因を確認し、処置を行います。 

故 障 状 態 原     因 処     置 

圧力損失が大きい。 

（流量不足） 

一次側に設置のストレーナの目詰ま

り。 

ストレーナの清掃を行う。 

呼び径が小さい。 適正な呼び径の製品と交換する。 

二重式逆止弁の下流に

水が流れない。 

二重式逆止弁の流れ方向と流体の流

れ方向が逆。 

二重式逆止弁と流体の流れ方向を合

せて取付ける。 

点検した後に二重式逆

止弁がすぐにゴミ詰ま

りによる不具合発生。 

配管中のごみが細かすぎてストレー

ナにかからない。 

もっと細かい目のストレーナを取付

ける。 

二重式逆止弁のテスト

（テストキット使用に

よる点検時）がうまく

いかない。 

下流側止弁の漏れ。 止弁を清掃するか、完全閉止出来る

止弁と交換する。 

 



ＰＬ－ＨＥ－０８０Ｄ－１ －８－

分解・組立要領 

 

（１）分解 

 

警告 

本製品の分解にあたっては、一次側の供給弁を止め、製品内の流体を徐々に排出して、圧力が零

になっていることを確認してから行ってください。 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。 

 

注意 

●本製品の分解にあたっては、熟練した専門の方（設備、工事業者の方など）が実施してくだ

さい。 

一般のご使用者は、分解しないでください。 

●分解時に、部品を落下させないよう注意してください。また、分解部品は柔らかい布などの

上に置き、傷をつけないようにしてください。 

 

 

１）分解工具および消耗部品 

分解に必要な工具、消耗部品などあらかじめ用意します。 

工具名称 使用箇所（部品名） 部品番号 

スパナ または 

モンキレンチ 

六角ボルト ⑬ 

ナット（呼び径 ６５～１００） ⑧ 

ボルト（呼び径 １５０～２５０） ⑱ 

プライヤ 止め輪（呼び径 １００～２５０） ⑰ 

 

消耗部品 

部  品  名 部品番号 要求先 

ラバーディスク ⑤ ㈱ベン 

カバー用Ｏリング ⑪ 〃 

弁座用Ｏリング ⑫ 〃 

消耗部品の交換時期は「６頁：（３）交換部品と交換時期」を参照してください。 

（注）Ｏリング類、ディスクは一式部品での販売となります（部品単体での販売はして 

おりません）。一式部品の詳細は弊社にお問い合わせください。 

 

 

！

！
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２）分解 

 

警告 

テストコックを開く際には、ウエスなどをかぶせゆっくりと操作して流体が急激に吹出さないよ

うにしてください 

※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我をする恐れがあります。 

 

 

（１０頁 分解図 参照） 

手順 分   解   要   領 

１ 一次側、二次側の仕切弁をゆっくりと閉止します。 

２ 
テストコック（一次側仕切弁の入口側を除く全てのコック）をゆっくりと開き、製品内の圧力

を零の状態にします。 

３ 

第１逆止弁の六角ボルト ⑬ を緩めて取外し、カバー ② 、カバー用Ｏリング ⑪ 、逆止弁部

を取外します。同様に第２逆止弁を分解します。この時、スプリング押え ⑩ とスピンドル ④

がスムーズに動くか確認します。動きが悪い場合は必ず処置が必要です。「１１頁：（２） 

２）手順２」参照 

４ 

呼び径６５，８０の場合 

弁座 ③ を１／４回転させた後、弁座 ③ 、弁座用Ｏリング ⑫ を取外します。 

呼び径１００～２５０の場合 

止め輪 ⑰ を１本は時計回りに、１本は反時計回りに引抜き取外した後、弁座 ③ 、弁座用Ｏ

リング ⑫ を取外します。 

 

！
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分解図 

 

逆止弁本体部 

呼び径 ６５，８０              呼び径 １００～２５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆止弁部 

呼び径 ６５～１００              呼び径 １５０～２５０ 

※注）部品名・部品番号は、納入品図面と異なる場合があります。部品交換等の手配の際には、

部品名・部品番号は、納入品図面をもとに指示してください。 

尚、逆止弁部やＯリング類、ディスクは一式部品での販売となります（部品単体での 

販売はしておりません）。一式部品の詳細は弊社にお問い合わせください。 
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（２）各部品の清掃および処置方法 

 

１）前準備 

清掃前に必要な用具をあらかじめ用意します。 

用 

具 

ウエス（柔らかい布など） 

研磨布紙（＃１５０～５００程度） 

グリース 

 

２）清掃および処置方法 

手順 要          領 

１ 各部品をウエスで清掃します。 

２ スプリング押え ⑩ とスピンドル ④ の動きが悪い場合は、清掃または新品と交換します。 

３ 

弁座 ③ とラバーディスク ⑤ の当り面（流体をシールする接触部分）に大きな傷または深い

溝がある場合は新品と交換します。 

ラバーディスク ⑤ の交換手順 

手順 呼び径６５～１００ 呼び径１５０～２５０ 

１ 

ナット ⑧ を緩めて取外し、ディスク押

え ⑦ 、ラバーディスク ⑤ を取外しま

す。 

ボルト ⑱ を緩めて取外し、ディスク押

え ⑦ 、ラバーディスク ⑤ を取外しま

す。 

２ 

ラバーディスク ⑤ （新品）、ディスク

押え ⑦ の順にディスクホルダー ⑥ に

組込み、ナット ⑧ を締付けます。 

ラバーディスク ⑤ （新品）、ディスク

押え ⑦ の順にディスクホルダー ⑥ に

組込み、ボルト ⑱ を締付けます。 

注記：損傷部品の交換の要否が判断できない場合は、㈱ベンに相談ください。 
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（３）組立 

 

注意 

組立にあたっては、部品は確実に組付け、六角ボルトは片締めとならないように対角上に均一に

締付けてください。 

 

 

（１０頁 分解図 参照） 

手順 要        領 注   記 

１ 損傷が激しい部品は新品と交換します。 (株)ベンに相談する。 

２ 

呼び径６５，８０の場合 

弁座 ③ に弁座用Ｏリング ⑫ を組込み、逆止弁本体 ① に挿入

し、弁座 ③ を１／４回転させ固定します。 

呼び径１００～２５０の場合 

弁座 ③ に弁座用Ｏリング ⑫ を組込み、止め輪 ⑰ を弁座 ③ 

の溝にはめ込んだ状態で、逆止弁本体 ① に押込むように組込み

弁座 ③ を固定します。 

弁座用Ｏリング ⑫ にはグ

リースを少し塗布します。 

３ 

第１逆止弁の逆止弁部を弁座 ③ に組込みます。この時、スプリ

ング押え ⑩ とスピンドル ④ がスムーズに動くことを確認しま

す。 

 

４ 

カバー用Ｏリング ⑪ 、カバー ② の順に逆止弁本体に組込み、

六角ボルト ⑬ を締付けます。 

カバー用Ｏリング ⑪ にはグ

リースを少し塗布します。 

六角ボルト ⑬ は片締めと

ならないように対角上に均

一に締付けます。 

５ 手順５，６と同様にして第２逆止弁を組立てます。  

以上で組立は終了です。組立後は「５頁：（１）運転」を参照し、運転を行って下さい。

！



 

 

 
 

製品及び本取扱説明書に関するお問合せは下記へお願いします。 
 

  

 

〇サービスネットワーク     

サービスネットワークについては、弊社ホームページ（二次元コード読込またはＵＲＬ入力 

（https://www.venn.co.jp/）の拠点情報より最寄りの営業所までお問合せ願います。 

   

      

      

                                  拠点情報 二次元コード            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




